
研
究
論
文蘇

州
古
版
画
と
蘇
州
古
版
年
画
に
つ
い
て

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
地
域
、
明
朝
時
代
、
比
較

先
行
す
る
研
究
者
は
、
蘇
州
版
画
を
蘇
州
古
版
年
画
　
（
桃
花
培
木
版
年
画
）

と
い
う
範
疇
の
中
で
限
定
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
蘇
州
版
画
は
単
に
蘇
州
古

版
年
画
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
種
類
で
あ
る
と
普
遍
的
に
認
識
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
誤
っ
た
認
識
で
あ
る
と
い
え
る
。
本
文
で
は
、
筆
者

小
著
　
『
蘇
州
古
版
画
』
　
に
別
し
て
、
蘇
州
古
版
画
と
蘇
州
古
版
年
画
と
を
比
較

し
た
い
と
田
㌣
つ
。

蘇
州
古
版
画
の
源
流
は
、
末
代
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
末
の
威
平
四
年

（
一
〇
〇
一
）
、
超
宗
覇
に
よ
っ
て
翻
刻
さ
れ
た
蘇
州
軍
州
張
去
宰
刊
本
の
　
『
梵

文
陀
羅
尼
経
光
』
　
は
、
最
も
古
い
刊
本
で
あ
る
。
南
宋
の
紹
興
十
五
年
　
（
一
一

四
五
）
　
に
は
李
誠
の
　
『
営
造
法
式
』
　
が
刊
行
さ
れ
、
宋
末
元
初
に
は
ま
た
　
『
礁

沙
大
蔵
経
』
　
が
世
に
出
さ
れ
た
。
建
陽
、
金
陵
、
武
林
等
の
諸
地
域
と
比
べ
る

と
、
蘇
州
に
お
け
る
翻
刻
の
始
ま
り
は
明
ら
か
に
遅
れ
て
い
る
。
蘇
州
古
版
画

の
早
期
の
作
品
に
は
、
明
の
倖
如
光
・
俸
文
献
・
李
援
等
が
刻
し
た
弘
治
年
間

（
一
四
八
八
～
一
五
〇
五
）
　
刊
本
の
　
『
便
民
図
纂
』
　
が
あ
る
。
ま
た
明
の
弘
治

周

亮

元
年
　
（
一
四
八
八
）
　
に
は
、
莫
且
に
よ
る
　
『
美
江
志
』
　
も
刊
行
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
に
み
ら
れ
る
挿
絵
は
、
す
で
に
明
ら
か
に
一
定
の
芸
術
水
準
に
達
し
て
い

た
。明

の
隆
慶
三
年
　
（
一
五
六
九
）
　
出
版
の
蘇
州
衆
芳
斎
顧
氏
刊
本
　
『
西
廟
記
雑

録
』
　
は
、
末
の
陳
居
中
に
よ
る
と
さ
れ
る
絵
を
唐
寅
が
模
写
し
、
そ
れ
を
何
鈴

が
刻
し
た
作
品
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
「
鴬
驚
遺
艶
」
と
題
さ
れ
た
挿
絵
が
あ

る
が
、
そ
こ
に
は
　
〝
何
鈴
〟
　
の
銘
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
　
『
西
府
記
』
版
画
に

残
さ
れ
た
刻
工
姓
名
の
最
古
の
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
何
氏
一
族
は
、
当

時
蘇
州
に
お
い
て
名
の
知
ら
れ
た
刻
書
世
家
集
団
で
あ
っ
た
。
何
氏
一
族
の
う

ち
確
認
で
き
る
名
は
二
十
あ
ま
り
あ
る
が
、
版
画
に
名
を
残
し
た
の
は
た
だ

何
鈴
一
人
で
あ
る
。
こ
の
版
本
を
見
る
と
、
そ
の
線
描
は
精
微
の
境
地
に
向
か

っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
徐
々
に
作
品
数
を
増
し
て
い
く
中
、
蘇
州
古
版
画
は
明
の
万
暦

年
間
に
転
機
を
迎
え
た
。
蘇
州
版
画
の
主
要
な
内
容
と
し
て
、
文
学
的
テ
ー
マ

が
多
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
顧
正
誼
が
編
纂
し
た
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『
筆
花
楼
新
声
』
　
や
、
明
の
万
暦
二
十
四
年
　
（
一
五
九
六
）
　
に
刊
行
さ
れ
た

『
顧
仲
方
吟
物
図
譜
』
等
が
あ
る
が
、
精
敵
か
つ
典
雅
な
特
徴
を
持
つ
こ
れ
ら

の
作
品
は
、
蘇
州
版
画
の
新
た
な
一
ペ
ー
ジ
を
切
り
開
い
た
。
ま
た
、
明
の
万

暦
三
十
年
　
（
一
六
二
〇
）
　
の
草
玄
居
刊
本
　
『
新
銘
仙
媛
紀
事
』
　
（
〝
明
銭
塘
雉

衡
山
人
楊
ホ
曾
撰
〟
、
〝
黄
玉
林
刻
″
　
の
記
銘
あ
り
）
　
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
版

画
挿
絵
の
様
式
は
　
〝
単
面
版
式
″
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
作
品
を
見
る
と
、
徽

州
の
刻
工
た
ち
は
完
全
に
徽
派
の
風
格
を
蘇
州
へ
持
ち
こ
み
、
蘇
州
版
画
へ
と

影
響
を
与
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ほ
ぼ
同
時
期
の
万
暦
三
十
年
　
（
一
六
〇
二
）
、
受
君
素
画
に
よ
る
李
椎
刊
行

本
『
北
西
麻
記
』
　
お
よ
び
何
壁
校
刊
本
『
北
西
麻
記
』
　
は
、
人
物
の
描
写
が
非

常
に
生
動
的
で
あ
る
。
万
暦
年
間
に
は
こ
れ
ら
の
ほ
か
万
暦
四
十
四
年
（
一
六

二
ハ
）
　
の
古
呉
章
鋸
刊
本
『
呉
飲
翠
雅
』
等
が
続
々
と
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
　
〝
双
面
版
式
〟
を
採
用
し
て
お
り
、
絵
と
刻
は
極
め
て
精
微
で
あ
る
。

万
暦
年
間
に
同
じ
く
蘇
州
で
刊
行
さ
れ
た
　
『
西
府
記
考
』
　
は
、
同
様
に
双
面
版

式
で
、
巻
頭
の
唐
寅
画
〝
鷺
鷺
像
″
　
（
単
面
版
式
）
　
を
は
じ
め
合
計
二
十
枚
の

挿
絵
を
持
つ
。
そ
こ
に
描
か
れ
た
人
物
の
瞑
想
的
な
表
情
に
は
、
〝
大
家
閏
秀
″

の
品
格
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
刊
本
は
夏
縁
宗
が
刻
し
て
お
り
、
こ
の
図
版
は

黄
応
光
が
刻
し
た
刊
本
『
垂
刻
訂
正
元
本
批
点
画
意
西
廟
記
』
　
と
同
じ
も
の
で

あ
る
こ
と
が
判
明
さ
れ
た
が
、
後
者
は
技
法
が
よ
り
細
か
く
、
繊
巧
で
あ
る
。

よ
っ
て
夏
縁
宗
の
刻
本
よ
り
黄
応
光
刻
本
の
方
が
上
品
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
者

は
、
万
暦
年
間
に
は
蘇
州
版
画
の
全
体
的
な
風
格
は
ま
だ
形
成
さ
れ
て
い
な
い

と
考
え
る
が
、
そ
の
表
現
に
は
徽
州
を
中
心
と
す
る
ほ
か
の
地
域
の
版
画
か
ら

の
影
響
が
み
ら
れ
る
。

明
の
天
啓
年
間
以
降
、
蘇
州
古
版
画
は
戯
曲
、
小
説
の
絵
刻
方
面
に
お
い
て

本
格
的
に
展
開
し
た
。
天
啓
元
年
（
一
六
二
一
）
　
の
　
『
天
許
斎
批
点
北
宋
三
遂

平
妖
伝
』
　
（
図
1
）
と
天
啓
三
年
　
（
一
六
二
四
）
　
の
　
『
詞
林
逸
響
』
　
は
こ
の
時

期
の
先
駆
け
と
し
て
知
ら
れ
る
。
呉
門
琴
錦
堂
刊
本
『
詞
林
逸
響
』
　
は
、
風
、

花
、
雪
、
月
の
四
集
か
ら
成
り
、
挿
絵
は
双
面
版
式
で
、
明
快
か
つ
流
暢
な
作

風
で
あ
る
。
ま
た
、
散
曲
選
集
『
太
霞
新
奏
』
の
版
画
挿
絵
で
は
、
そ
の
内
景
、

山
石
、
樹
木
、
楼
閣
等
の
表
現
は
す
べ
て
精
微
の
境
地
に
達
し
て
い
る
。
そ
の

後
、
三
言
、
二
柏
、
そ
し
て
演
義
小
説
が
数
多
く
蘇
州
の
書
坊
か
ら
出
さ
れ
た
。

明
の
崇
禎
年
間
よ
り
、
こ
の
傾
向
は
更
に
強
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
書
籍
挿

絵
は
品
種
を
増
し
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
一
冊
あ
た
り
の
挿
絵
の
枚
数
も
多
く

な
っ
た
。
例
え
ば
『
列
国
誌
』
　
（
図
2
）
で
は
百
枚
に
達
し
て
お
り
、
『
西
遊
記
』

等
に
は
二
百
枚
の
挿
絵
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
を
見
る
と
、
そ
の
人
物
造
形
、

及
び
楼
台
殿
闇
等
、
画
面
の
構
成
要
素
に
お
い
て
小
型
化
の
方
向
に
向
か
っ
て

い
る
。
こ
の
小
型
化
の
中
景
・
遠
景
的
描
写
の
風
格
を
、
徽
派
の
近
景
的
で
内

心
世
界
を
重
視
す
る
典
雅
の
風
格
と
比
べ
る
と
、
明
ら
か
に
精
巧
で
、
生
動
的

な
表
現
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
特
徴
が
蘇
州
版
画
の
主
流
と
し
て
活
の
中
期
ま
で

続
く
の
で
あ
る
。
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活
の
中
期
か
ら
は
、
書
籍
挿
絵
を
中
心
と
し
た
中
国
古
版
画
が
全
体
的
に
衰

弱
し
、
終
章
を
迎
え
た
。
無
論
そ
こ
に
は
蘇
州
古
版
画
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ

し
て
そ
れ
に
と
っ
て
代
わ
る
よ
う
に
、
蘇
州
古
版
年
画
が
正
式
に
登
場
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
し
か
し
蘇
州
古
版
画
の
衰
弱
は
蘇
州
文
化
全
体
の
衰
弱
を
象
徴

し
な
い
。
薙
正
・
乾
隆
年
間
に
お
け
る
蘇
州
古
版
年
画
の
急
速
な
発
展
は
、
蘇

州
の
経
済
や
文
化
と
緊
密
に
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

活
の
前
期
、
蘇
州
は
商
工
業
に
お
い
て
非
常
に
繁
栄
し
た
。
海
外
と
の
交
易



が
活
発
化
す
る
と
、
毎
年
大
量
の
商
品
が
蘇
洲
で
輸
出
入
さ
れ
、
そ
の
経
済
力

は
現
在
の
北
京
と
ほ
ぼ
同
等
で
あ
っ
た
。
乾
隆
二
十
四
年
　
（
一
七
五
九
）
、
蘇

州
版
画
家
の
徐
揚
が
描
い
た
　
『
盛
世
滋
生
図
』
　
に
は
、
康
照
・
薙
正
・
乾
隆
年

間
の
蘇
州
の
豊
か
な
風
景
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
史
料
に
よ
れ
ば
、
蘇
州
古
版

年
画
は
明
の
末
期
頃
に
は
完
全
に
独
特
な
風
格
を
す
で
に
持
ち
え
て
い
た
。
清

の
薙
正
・
乾
隆
年
間
に
至
る
と
、
蘇
州
古
版
年
画
は
繁
盛
期
を
迎
え
て
お
り
、

こ
の
時
期
、
す
ぐ
れ
た
作
品
が
続
々
と
制
作
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
薙
正
・
乾

隆
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
　
『
姑
蘇
間
門
図
』
　
（
図
3
）
、
『
蘇
州
万
年
橋
』
等
の
作

品
は
、
こ
の
時
期
の
水
準
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

蘇
州
古
版
年
画
と
比
較
す
る
と
、
蘇
州
古
版
画
は
画
稿
　
（
下
書
き
）
　
に
お
い

て
多
数
の
文
人
と
専
業
画
家
が
参
与
す
る
た
め
、
徽
派
の
基
礎
を
継
承
し
た
上

で
新
た
な
様
式
が
誕
生
し
た
。
筆
者
は
こ
れ
を
〝
精
巧
″
　
の
造
形
様
式
と
呼
ぶ
。

こ
の
造
形
様
式
は
、
典
雅
な
内
心
世
界
を
重
視
す
る
徽
派
と
様
相
を
異
に
す
る

も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
蘇
州
古
版
年
画
が
重
視
す
る
の
は
人
物
の
動
態

と
周
辺
環
境
の
描
写
で
あ
る
。
明
の
崇
禎
年
間
は
こ
の
作
風
の
集
大
成
と
な
る

時
期
で
あ
る
。

蘇
州
古
版
画
と
蘇
州
古
版
年
画
の
表
現
形
式
に
お
い
て
は
、
大
き
な
違
い
が

存
在
す
る
。
ま
ず
、
蘇
州
古
版
画
は
中
国
伝
統
版
画
の
線
描
を
中
心
と
す
る
表

現
方
式
を
用
い
、
白
黒
版
画
で
あ
る
。
そ
し
て
通
常
一
枚
の
版
画
挿
絵
で
一
つ

の
内
容
を
表
現
す
る
。
戯
曲
、
小
説
の
例
を
言
え
ば
、
各
章
の
内
容
を
中
心
と

し
た
の
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
早
期
蘇
州
古
版
年
画
を
考
察
す
る
と
、
初
期
に
み
ら
れ
る
古
版
画
の

翻
刻
の
技
法
と
表
現
形
式
、
例
え
ば
　
『
清
明
佳
節
図
』
　
と
　
『
二
十
四
孝
図
』
等

に
み
ら
れ
る
様
式
は
、
構
図
と
造
形
方
面
に
お
い
て
成
熟
期
の
蘇
州
古
版
画
の

特
徴
を
備
え
て
い
た
。

し
か
し
、
成
熟
期
の
蘇
州
古
版
年
画
は
通
常
一
枚
の
作
品
の
中
に
多
く
の
内

容
が
含
ま
れ
、
ま
た
、
図
版
の
サ
イ
ズ
が
大
型
化
し
た
。
こ
れ
は
よ
り
広
い
画

面
に
豊
富
な
内
容
を
表
現
す
る
た
め
で
あ
る
。

『
西
麻
記
』
　
の
例
を
言
え
ば
、
明
代
の
戯
曲
版
画
挿
絵
　
『
西
府
記
』
　
は
数
十

種
類
の
版
本
で
あ
る
。
そ
の
版
画
の
版
式
は
基
本
的
に
単
面
、
双
面
お
よ
び
月

光
型
で
あ
り
、
表
現
空
間
の
限
界
に
よ
り
、
基
本
的
に
一
つ
の
画
面
に
一
つ
の

内
容
と
主
題
を
表
現
し
て
い
た
。
一
方
、
蘇
州
古
版
年
画
『
全
本
西
府
記
図
』

（
図
4
、
5
）
は
別
の
表
現
方
法
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
二
件
あ
り
、

サ
イ
ズ
は
各
々
九
一
　
二
×
五
二
・
七
c
m
と
九
四
・
〇
×
五
三
・
二
c
m
で
あ

る
。
両
者
と
も
上
、
中
、
下
三
段
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
同
一
画
面
中
に
複
数

の
ス
ト
ー
リ
ー
を
表
現
し
た
。
例
え
ば
　
〝
斎
檀
開
会
″
と
　
〝
白
馬
解
囲
〟
と
の

組
み
合
わ
せ
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
造
形
的
特
徴
に
は
蘇
州
古
版
画
の
影
響
が

み
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
大
型
の
作
品
と
し
て
　
『
姑
蘇
間
門
図
』
、
『
三
百
六
十

行
図
』
　
（
図
6
）
、
『
楼
閣
富
貴
図
』
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
場
面
が
広
大
で
、

人
物
が
大
多
数
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
大
画
面
に
お
け
る
各
要
素
の
赦
密
な
配
置
に
は
、
晴
代
に
流

入
し
た
西
洋
画
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
前
述
の
年
画
『
全
本
西
廟
記
図
』
　
に

は
　
〝
彷
泰
西
筆
法
″
と
銘
記
さ
れ
、
ま
た
、
『
山
塘
普
済
橋
中
秋
夜
月
図
』
　
に

は
　
〝
傍
泰
西
筆
法
″
　
の
文
字
が
あ
る
。
〝
泰
西
″
と
は
即
ち
明
末
活
初
の
中
国

で
〝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
″
を
一
般
的
に
指
す
言
葉
で
あ
る
。
〝
泰
西
筆
法
″
は
具
体

的
に
二
つ
の
表
現
方
法
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
西
洋
の
透
視
法
で



あ
る
が
、
こ
の
透
視
法
で
表
現
し
た
山
川
、
建
築
物
と
、
も
う
ひ
と
つ
の
中
国

の
伝
統
的
な
　
〝
三
違
法
″
　
で
表
現
さ
れ
た
も
の
と
は
、
一
見
し
て
区
別
さ
れ
る
。

そ
の
結
果
、
木
版
年
画
に
お
け
る
　
〝
泰
西
筆
法
″
　
の
導
入
は
、
建
築
物
、
山
水
、

お
よ
び
人
物
の
描
写
に
、
蘇
州
古
版
画
よ
り
も
は
っ
き
り
と
確
認
で
き
る
。

次
に
、
蘇
州
古
版
画
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
色
を
使
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
単
色
で
表
さ
れ
る
蘇
州
古
版
画
と
比
較
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
套

印
技
術
は
明
の
末
期
よ
り
使
用
さ
れ
た
が
、
明
末
の
彩
色
さ
れ
た
中
国
戯
曲
版

画
と
し
て
確
認
で
き
る
の
は
遇
五
刊
本
　
『
西
麻
記
』
　
の
み
で
あ
る
。
清
の
乾
隆

年
間
、
蘇
州
古
版
年
画
で
は
着
彩
と
し
て
一
、
二
色
を
使
用
す
る
の
が
一
般
で

あ
り
、
そ
の
色
と
し
て
は
大
紅
、
深
黄
、
青
紫
等
が
用
い
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の

色
は
蘇
州
古
版
年
画
の
柔
ら
か
い
色
調
を
作
り
出
し
て
い
る
。

参
考
文
献

筆
者
編
　
『
蘇
州
古
版
画
』
古
呉
軒
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
。

喜
多
祐
士
他
　
『
蘇
州
版
画
－
中
国
年
画
の
源
流
』
　
阪
々
堂
出
版
、
一
九
九
二
年
。

筆
者
記
録
『
日
本
各
地
蔵
書
機
関
に
お
け
る
漢
籍
の
調
査
－
二
〇
〇
〇
年
と
二
〇
〇
一
年
』

（
2
）

（
3
）

こ
こ
で
両
者
と
そ
の
関
係
に
つ
い
て
簡
単
に
論
じ
、
蘇
州
版
画
に
対
し
て
全

面
的
な
認
識
を
し
て
お
き
た
い
。
筆
者
は
蘇
州
古
版
画
と
蘇
州
古
版
年
画
と
の

間
に
は
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い
つ
な
が
り
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
こ
で
蘇
州
古

版
画
の
作
坊
　
（
制
作
場
所
、
間
門
内
外
）
　
と
蘇
州
古
版
年
画
作
坊
　
（
虎
丘
の
付

近
）
　
と
を
考
察
す
る
と
、
両
者
の
距
離
は
非
常
に
近
い
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ

こ
の
点
に
は
、
技
術
的
な
伝
承
関
係
が
有
る
べ
き
で
あ
る
。
活
の
時
代
、
中
国

絵
画
が
ま
す
ま
す
衰
弱
し
、
古
版
画
が
終
章
を
迎
え
る
中
で
、
ほ
か
の
地
域
と

は
異
な
り
西
洋
画
風
を
採
用
し
て
大
胆
な
変
草
を
遂
げ
て
い
た
こ
と
は
、
蘇
州

に
お
け
る
進
歩
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
4
）

羅
本
撰
、
張
無
各
校
『
天
許
斎
批
点
北
宋
三
遂
平
妖
伝
』
　
四
十
回
、
明
春
昌
　
二
六
二
〇

年
）
　
元
年
序
刊
、
内
閣
文
庫
蔵
　
（
書
号
‥
六
／
三
〇
八
／
二
七
七
）
。
墨
懇
着
が
北
宋
三

遂
平
妖
侍
に
批
点
を
加
え
た
も
の
。

墨
懇
斎
　
（
礪
夢
龍
）
　
新
編
、
金
閣
葉
敬
池
翻
刻
・
刊
行
、
呉
門
街
道
人
小
雅
氏
撰
・
序

『
新
列
国
志
』
一
百
八
回
、
内
閣
文
庫
蔵
　
（
書
号
‥
二
一
／
三
〇
八
／
二
六
七
）
。

王
舎
城
美
術
宝
物
館
所
蔵
　
『
姑
蘇
間
門
図
』
　
に
お
け
る
遠
近
法
の
正
確
な
適
用
、
そ
し
て

雲
の
表
現
に
見
ら
れ
る
銅
版
画
の
よ
う
な
横
線
の
多
用
や
、
城
壁
の
精
密
な
描
写
か
ら
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
影
響
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
　
（
喜
多
祐
士
他
『
蘇
州
版
画
－
中
国
年
画
の
源

流
』
　
阪
々
堂
出
版
、
一
九
九
二
年
、
一
五
七
頁
。
）
　
ま
た
、
図
版
4
、
5
、
6
に
は
　
〝
泰

西
筆
法
〟
　
に
よ
る
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る
。

喜
多
祐
士
他
　
『
蘇
州
版
画
－
中
国
年
画
の
源
流
』
　
駁
々
堂
出
版
、
一
九
九
二
年
、
一
五
六

頁
。

前
掲
書
、
一
五
八
頁
。

注
4
に
同
じ
。
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修
了
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博
士
　
（
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術
）

現
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中
国
江
南
大
学
設
計
学
院
　
副
教
授



図2『列国誌』　内閣文庫 図1『天許斎批点北宋三遂平妖伝』
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内閣文庫



図4『全本西府記図』　王舎城美術宝物館
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図3『姑蘇闇門図』　王舎城美術宝物館
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図6『三百六十行図』　王舎城美術宝物館 図5『全本西府記図』　王舎城美術宝物館
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